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農
政
の
動
き　
　
　
　

会 

長　

板
花 

守
夫

　

農
業
委
員
会
組
織
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
今
回
60
年
ぶ

り
の
大
改
正
で
の
名
の
も
と
に
、
現
場
実
態
と
は
別
に
効
率

性
を
優
先
さ
せ
た
改
正
法
が
審
議
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
改
正
の
主
旨
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を
担
い
手
へ
の
集

積
集
約
化
す
る
こ
と
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
新

規
参
入
の
促
進
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
以

下
の
通
り
で
す
。
第
一
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
を
公
選
制
か

ら
市
町
村
長
の
選
任
制
に
変
更
す
る
。
第
二
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
新
設
す
る
。
第
三
、
農
業
委
員
会
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
都
道
府
県
段
階
及
び
全
国
段
階
に
農
業
委
員
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
を
指
定
す
る
。
特
に
今
回
の
法
律
改
正
で

は
、
農
業
委
員
の
任
命
に
あ
た
っ
て
は
認
定
農
業
者
で
あ
る
個

人
や
、
女
性
青
年
な
ど
意
欲
あ
る
人
材
、
ま
た
学
識
経
験
者

等
を
登
用
す
る
配
意
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
の
も
と
、
各
担

当
地
域
に
お
い
て
農
地
等
の
利
用
確
保
、
そ
し
て
農
地
の
集

積
集
約
化
の
活
動
を
行
う
業
務
が
位
置
付
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
に
は
、
農
地
行
政
が
農
業
農
村
の
維
持
発
展

や
農
業
振
興
に
資
す
る
よ
う
充
分
配
意
し
た
法
律
改
正
を
望

む
と
こ
ろ
で
す
。
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平
成
26
年
１
月
の
田
沢
開
田
地
域
は
、
24
年
10
月

か
ら
同
年
12
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
「
鹿
等
侵
入
電

気
柵
の
設
置
」
か
ら
一
年
が
経
過
し
、
鹿
に
よ
る
被

害
が
大
幅
に
減
少
し
、
安
心
し
て
耕
作
出
来
る
環
境

が
整
っ
た
時
期
で
あ
る
。

　

26
年
２
月
、
濵
農
場
か
ら
の
「
そ
ば
作
付
圃
場
の

提
供
依
頼
」
を
機
に
田
沢
開
田
地
域
活
性
化
を
図
る

こ
と
と
し
た
。

1
田
沢
開
田
地
域
未
耕
作
地
の
解
消

　

田
沢
開
田
地
域
の
田
及
び
畑
の
耕
作
面
積
は
約

12
・
５
ｈ
ａ
で
あ
り
、
26
年
２
月
の
時
点
で
の
未
耕

作
面
積
は
約
５
・
８
ｈ
ａ
で
あ
る
。

　

26
年
３
月
、田
沢
開
田
耕
作
組
合
総
会
に
お
い
て
、

「
濵
農
場
か
ら
圃
場
管
理
が
難
し
く
な
っ
た
方
を
主

体
と
し
て
提
供
を
希
望
す
る
方
と
濵
農
場
と
の
土
地

使
用
貸
借
の
契
約
を
進
め
た
い
」旨
の
説
明
を
行
い
、

了
承
を
得
た
。

　

26
年
４
月
、
利
便
性
の
良
い
地
域
２
ヶ
所
（
約
２

ｈ
ａ
）
を
選
定
し
、
所
有
者
15
名
に
対
し
使
用
貸
借

条
件
（
土
地
は
無
償
貸
与
、
畦
畔
を
含
む
耕
地
管
理

は
通
年
濵
農
場
等
）
を
提
示
し
希
望
者
を
募
っ
た
。

そ
の
結
果
７
月
ま
で
に
13
名
の
所
有
者
と
田
１
５
８

ａ
、
畑
28
ａ
の
計
１
８
６
ａ
の
土
地
使
用
貸
借
契
約

が
締
結
さ
れ
、
田
は
８
月
に
そ
ば
の
播
種
、
畑
は
荒

廃
し
た
梅
畑
の
剪
定
・
整
地
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
ば
収
穫
後
の
26
年
11
月
、
同
年
８
月
以
降
「
土

地
使
用
貸
借
希
望
」
の
申
し
出
が
あ
っ
た
所
有
者
と

の
手
続
き
を
開
始
し
、
そ
の
結
果
27
年
４
月
末
現
在

に
お
け
る
濵
農
場
と
の
土
地
使
用
貸
借
契
約
面
積

は
、
開
田
地
域
の
田
５
４
０
ａ
、
畑
28
ａ
、
地
域
外

の
田
28
ａ
の
計
５
９
６
ａ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
濵
農
場
の
耕
作
加
入
に
よ
っ
て
未
耕
作
地

の
解
消
は
、
開
田
地
域
に
お
い
て
田
３
４
８
ａ
、
畑

28
ａ
の
計
３
７
６
ａ
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
開
田
地

域
外
の
28
ａ
を
含
め
る
と
４
０
４
ａ
が
未
耕
作
地
解

消
と
な
っ
て
い
る
。

2
東
山
山
麓
の
景
観
確
保
の
取
り
組
み

　

24
年
に
行
わ
れ
た「
鹿
等
侵
入
防
止
電
気
柵
工
事
」

に
よ
り
、
山
麓
の
荒
廃
地
は
多
少
改
善
さ
れ
た
が
、

電
気
柵
の
圃
場
側
山
裾
の
荒
廃
管
理
に
は
限
界
が
あ

り
、
ア
レ
チ
ウ
リ
の
繁
茂
対
策
も
十
分
に
で
き
な
い

状
況
に
あ
っ
た
。

　

濵
農
場
と
の
耕
作
条
件
に
畦
畔
を
含
む
圃
場
の
通

年
管
理
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
濵
農
場
と
折

衝
を
重
ね
、
そ
の
結
果
、
圃
場
と
接
す
る
山
麓
の
裾

刈
り
及
び
電
気
柵
と
圃
場
間
の
農
道
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
管
理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、

圃
場
と
接
す
る
山
麓
の
雑
木
処
理
、
ア
レ
チ
ウ
リ
の

駆
除
が
予
定
さ
れ
、
一
部
農
道
の
雑
草
処
理
も
含
め

良
好
な
管
理
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

3
今
後
に
向
け
て

　

当
面
は
濵
農
場
を
中
山
間
地
の
中
心
的
耕
作
者
と

し
て
位
置
付
け
、
中
山
間
地
の
運
営
に
参
加
し
て
頂

き
な
が
ら
協
力
体
制
を
育
み
た
い
。

　

未
耕
作
地
２
ｈ
ａ
に
つ
い
て
は
、
開
田
地
域
の
活

性
化
に
向
け
て
地
権
者
の
考
え
方
、
意
向
を
踏
ま
え

対
処
し
て
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

濵
農
場
と
は
、

現
在
予
定
し
て
い

る
そ
ば
の
作
付
だ

け
で
な
く
、
対
象

作
物
の
検
討
等
、

将
来
に
わ
た
っ
て

営
農
が
で
き
る
よ

う
地
域
と
し
て
も

関
わ
っ
て
行
き
た

い
。

田
沢
開
田
地
域
未
耕
作
地
の
解
消
と

　
　
　

東
山
山
麓
の
景
観
確
保
の
取
り
組
み

山
崎
山
崎  

委
員
委
員

沢沢沢沢沢

作作作作作作
地地地地地
のののののの

とととととととと

田田田田田田田田田
沢沢沢沢沢沢沢沢沢
開開開開開開開開開
田田田田田田田田田
地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域
未未未未未未未未未未
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作作作作作作作作作作
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ののののの

のののののの

りりりりり

みみみみみみみ

東東東東東東東東東東
山山山山山山山山山
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田
沢
開
田
地
域
未
耕
作
地
の
解
消
と

　
　
　

東
山
山
麓
の
景
観
確
保
の
取
り
組
み

▲荒れていた土地を手入れした

▲

手
入
れ
後

▲

手
入
れ
前

安曇野市農業委員会だより

2



1
取
組
の
概
要

　

平
成
25
年
度
の
天
王
原
荒
廃
農
地
再
生
事
業
は
、

初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
守
る
会
」
が
主
体

と
な
っ
て
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
間
の
経
過
は
第
17
号
の
「
農
業
委
員
会
だ

よ
り
」
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、
手
探
り
状
態
と
は
言
え
一
定
の
成

果
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度

事
業
は
こ
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
、
課
題
を
整
理
し
て

問
題
点
を
克
服
す
べ
く
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

26
年
度
の
対
象
面
積
は
約
２
６
０
ａ
で
し
た
。
前

年
同
様
、
荒
廃
の
程
度
が
か
な
り
進
ん
で
い
て
、
地

権
者
の
方
も
多
い
た
め
、
規
模
と
し
て
は
前
年
度
よ

り
も
極
め
て
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
耕
作
者

を
加
え
、「
守
る
会
」
の
体
制
を
よ
り
充
実
さ
せ
、

準
備
期
間
か
ら
再
生
作
業
の
各
段
階
に
お
い
て
綿
密

な
計
画
の
も
と
、
作
業
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
な
が

ら
、
そ
の
都
度
修
正
を
加
え
つ
つ
実
施
し
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

2
再
生
作
業
の
実
施

　

11
月
下
旬
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
の
１
月
中
旬
ま

で
に
は
前
半
の
機
械
主
体
の
作
業
は
ほ
ぼ
終
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
間
は
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
配
置
、
機

械
の
レ
ン
タ
ル
、
危
険
を
伴
う
専
門
作
業
の
委
託
を

明
科
地
域
荒
廃
農
地
再
生
事
業
へ
の
取
り
組
み

科科

荒

生生生
事

へへへへへへへへ
のののの

りりりりり

みみみみみみみ

明明明明明明明明明
科科科科科科科科科科
地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域
荒荒荒荒荒荒荒荒荒
廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃
農農農農農農農農農
地地地地地地地地地地
再再再再再再再再再
生生生生生生生生生生
事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業
へへへへへへへへへ
ののののののののの
取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりり
組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみ

明
科
地
域
荒
廃
農
地
再
生
事
業
へ
の
取
り
組
み　
　
　

▲平成26年 11月　起工式の様子

▲平成27年 2月　整地作業の様子

天
王
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二
年
目

天
王
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二
年
目　

明
科
地
域
農
業
委
員
会

　

明
科
地
域
農
業
委
員
会

有
効
に
組
み
合
わ
せ
、
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

再
生
作
業
の
後
半
は
機
械
作
業
で
処
理
し
き
れ
な

い
細
か
な
木
の
枝
、
地
中
に
埋
ま
っ
た
ツ
ル
、
木
株

の
処
理
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
広
い
範
囲
を
人
の
目

で
見
、
人
の
手
で
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
人
海
戦
術
を

必
要
と
す
る
作
業
で
す
。
相
当
数
の
人
手
を
必
要
と

す
る
作
業
で
あ
る
た
め
、
安
曇
野
市
農
業
委
員
会
の

八
役
会
を
通
じ
、
明
科
地
域
以
外
の
委
員
の
皆
さ
ん

に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
へ
の
参
加
を
依
頼
し
、
協

力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
権
者
、

市
職
員
の
方
々
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
延
べ

１
５
０
名
も
の
多
く
の
人
た
ち
の
参
加
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
無
事
作
業
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
さ
に
人
の
力
の
大
き
さ
、
協
力
し
て
仕
事

を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た

作
業
で
し
た
。 

3
今
後
の
課
題
と
展
望

　

再
生
作
業
終
了
後
は
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
植
え
付

け
作
業
、
棚
の
設
置
も
進
み
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な

耕
作
の
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
天
王
原
全
体
の
中

で
、
再
生
作
業
が
進
ん
で
い
る
の
は
ご
く
一
部
に
過

ぎ
ず
、
ま
だ
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
も

さ
ら
に
地
元
の
人
々
の
理
解
を
得
て
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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がんばる農業者
　

就
農
し
て
30
年
、
よ
く
こ
こ
ま

で
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
私
の
家
で
は
、
父
が
52
年
前

か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
を
手

掛
け
て
き
ま
し
た
。
安
曇
野
市
で

は
、
い
ち
早
く
か
ら
作
り
始
め
、

技
術
が
確
立
し
て
い
な
い
時
か
ら

失
敗
を
繰
り
返
し
て
今
の
技
術
を

得
た
そ
う
で
す
。

　

就
農
し
た
当
時
は
26
ａ

（
８
０
０
坪
）
で
あ
っ
た
が
、
毎

年
ハ
ウ
ス
を
一
棟
づ
つ
建
て
て
き

ま
し
た
。
現
在
、ハ
ウ
ス
29
棟（
ガ

ラ
ス
温
室
２
棟
、
ア
ク
リ
ル
温
室

６
棟
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
21
棟
）

面
積
１
０
０
ａ
（
３
０
０
０
坪
）

を
経
営
し
て
い
ま
す
。
就
農
時
か

ら
３
・
７
倍
の
規
模
拡
大
。
赤
、

ピ
ン
ク
、
ロ
ー
ズ
、
白
、
オ
レ
ン

ジ
、
イ
エ
ロ
ー
、
グ
リ
ー
ン
、
ラ

イ
ラ
ッ
ク
、
ベ
ー
ジ
ュ
、
紫
、
複
色
な
ど
15
色
38
品

種
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
長
野

県
内
で
は
１
、２
を
争
う
栽
培
面
積
で
す
。

　

長
野
県
の
作
型
は
、
６
月
中
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま

で
の
出
荷
が
普
通
で
す
が
、
家
は
５
月
上
旬
か
ら
翌

年
の
１
月
末
ま
で
行
い
ま
す
。
面
積
が
あ
る
の
で
、

色
々
な
作
型
を
取
り
入
れ
、今
で
は
法
人
化
を
行
い
、

中
国
な
ど
か
ら
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
１
年
以
上
た
つ
と
私
た
ち
よ
り
手
さ
ば

き
が
早
く
な
り
、
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

輸
入
切
花
が
市
場
の
５
割
以
上
占
め
て
い
る
な

か
、
我
々
が
頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
南
信

ハ
ウ
ス
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
組
合
（
飯
田
市
か
ら
大
町

市
ま
で
組
合
員
60
名
）
で
は
、
毎
年
品
質
向
上
の
た

め
品
評
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
度
最
優
秀
賞

を
受
賞
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
家
族
従
業
員
の
お
か

げ
で
す
。「
あ
り
が
と
う
」

　

消
費
者
の
方
々
に
、
よ
り
安
全
良
質
な
農
産
物
を

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
う ち だ

田 一三さん　（51）　

（豊科高家地区）

経営面積等　
　水稲…………………140a

　カーネーション……100a

　　　　　　（ハウス29棟）

▲受賞したカーネーション
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がんばる農業者
　

私
の
実
家
は
代
々
農
家
で
養
蚕

や
水
稲
、
果
樹
、
花
卉
栽
培
を
し

て
い
ま
し
た
。
私
自
身
は
高
校
卒

業
後
、
大
学
生
時
代
か
ら
数
え
る

と
38
年
間
を
県
外
で
暮
ら
し
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
送
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
、
両
親
が
高
齢

の
た
め
農
業
を
続
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り

Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え
て
、
何
か
新
し

い
農
業
を
実
践
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
２
年
ほ
ど
前
に
長
野

県
の「
信
州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想
」

に
触
れ
て
、
安
曇
野
の
地
に
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
、
安
曇
野

の
風
土
を
表
現
で
き
る
よ
う
な
ワ

イ
ン
を
作
る
こ
と
を
農
業
の
目
標

と
し
ま
し
た
。
直
前
の
会
社
が
食

品
ス
ー
パ
ー
で
、
そ
こ
で
ワ
イ
ン

の
試
飲
な
ど
を
し
て
い
る
う
ち
に
地
域
ご
と
の
ワ
イ

ン
の
違
い
に
感
動
し
好
き
に
な
っ
た
こ
と
も
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
栽
培
を
選
ん
だ
理
由
で
す
。

　

と
は
い
え
、
新
規
就
農
者
で
、
毎
日
の
農
作
業
が

試
行
錯
誤
の
連
続
で
七
転
八
倒
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
諸
先
輩
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
安
曇
野
市
明
科
七
貴
の
天
王
原
地
区
の

再
生
さ
れ
た
農
地
約
３
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
活
用
し

て
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
始
め
ま
し
た
。
平
成

27
年
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
赤
ワ
イ
ン
用
品
種

メ
ル
ロ
ー
約
２
５
０
０
本
、
白
ワ
イ
ン
用
品
種
シ
ャ

ル
ド
ネ
約
２
５
０
０
本
を
定
植
し
ま
し
た
。
収
穫
量

が
増
え
て
く
る
の
は
今
か
ら
３
、４
年
後
で
す
の
で

し
ば
ら
く
は
辛
抱
の
時
期
で
す
が
、
将
来
、
天
王
原

地
区
独
自
の
ワ
イ
ン
と
し
て
販
売
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
安
曇
野
地
域
は
、
長
野
県

の
提
唱
す
る
「
日
本
ア
ル
プ
ス
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
」
に

位
置
し
て
お
り
、
隣
町
の
池
田
町
で
は
品
質
の
高
い

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
が
生
産
で
き
る
こ
と
が
最
近
評
価

池
いけ が み

上 文
ふ み や す

康さん　（56）　

（明科中川手地区）

経営面積等　
　ぶどう（ワイン用）

　　　　　　　　……3.4ha

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
天
王
原
も
地
続
き
で
す
の
で
、

栽
培
適
地
と
信
じ
て
栽
培
に
励
ん
で
い
き
た
い
で

す
。
天
王
原
地
区
の
荒
廃
農
地
再
生
事
業
で
は
、
明

科
地
域
の
農
業
を
守
る
会
の
皆
様
や
安
曇
野
市
各
地

域
の
農
業
委
員
の
皆
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
農
地
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

荒
廃
農
地
再
生
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
し
っ
か
り
と
栽
培
に
専
念
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

い
つ
の
日
か
、
天
王
原
で
地
元
ワ
イ
ン
を
飲
み
な

が
ら
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

安曇野市農業委員会だより
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平
成
26
年
度
松
塩
筑
安
曇
農
業
委
員
会
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
農
業
振
興
等
功
労
者
表
彰

　

平
成
27
年
２
月
18
日
に
、
松
本
合
同
庁
舎
に

お
い
て
平
成
26
年
度
地
域
農
業
振
興
等
功
績
者

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、堀
金
烏
川
の
「
青
柳
力
」

さ
ん
と
、明
科
南
陸
郷
の「
安
曇
野
中
村
フ
ァ
ー

ム
」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

○
安
曇
野
市
堀
金
烏
川　
　

  

青あ
お
や
ぎ柳　

力つ
と
む

　

水
稲
栽
培
が
主
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
そ
ば
、
麦

等
を
耕
作
し
て
い
る
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴

い
、
耕
作
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た
農
地
も

積
極
的
に
受
け
入

れ
、
遊
休
荒
廃
農

地
の
発
生
防
止
に

貢
献
し
て
い
る
。

受
賞
の
こ
と
ば

　

こ
の
度　

農
業

委
員
会
よ
り
表
彰

状
を
い
た
だ
き
ま

し
て
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
、

自
分
の
や
っ
て
き
た
農
業
経
営
を
ふ
り
か
え
っ
て
み

て
、
特
に
良
い
成
績
を
あ
げ
た
わ
け
で
な
し
、
ま
た

○
安
曇
野
市
明
科
南
陸
郷

　
　

 （
農
）安
曇
野
中
村
フ
ァ
ー
ム

　

平
成
23
年
10
月
に
設
立
。

　

農
作
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ
り

農
業
生
産
活
動
の
継
続
に
苦
し
む
農
家
が
増
加
し
て

い
る
現
状
を
受
け
、
皆
で
協
力
す
る
共
同
経
営
に
よ

り
効
率
的
な
農
業
経
営
の
実
現
を
図
る
。

受
賞
の
こ
と
ば

　

平
成
26
年
度
松
塩
筑
安
曇
農
業
委
員
会
協
議
会
の

表
彰
を
し
て
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

17
年
に
第
２
期
中
山
間
事
業
の
代
表
を
引
き
受
け
て

10
年
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
２
期
に
入
っ
た
頃
か
ら
、

中
村
・
神
谷
中
山
間
事
業
の
協
定
者
の
中
で
、
高
齢

化
や
病
気
な
ど
に
よ
り
土
地
を
管
理
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
人
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
中
山

間
で
管
理
を
任
さ
れ
た
田
が
数
十
枚
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
年
々
受
託
水
田
が
増
し
て
き
た
平

成
23
年
10
月
に
集
落
営
農
組
織
と
し
て
、
農
事
組
合

法
人
中
村
フ
ァ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
耕
作
面

積
11
ｈ
ａ
、
組
合
員
数
45
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

平
均
１
枚
５
ａ
で
１
６
０
枚
近
く
の
田
を
水
稲
・
小

麦
・
黒
豆
・
ソ
バ
・
菜
の
花
・
ワ
ラ
ビ
等
で
始
め
ま

し
た
が
、
毎
年
面
積
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
組
合
の

利
益
を
上
げ
る
事
が
大
事
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
ま
ず

は
地
域
に
荒
廃
地
を
出
さ
ず
、
村
の
財
産
を
守
る
事

を
目
的
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
終
戦
後

70
年
の
年
と
な
り
ま
す
が
昭
和
時
代
は
一
坪
の
田
も

大
事
に
し
て
守
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
で
は

や
っ
か
い
な
田
と
考
え
る
人
も
出
て
き
ま
し
た
。
農

業
で
生
計
を
立
て
て
い
く
こ
と
が
困
難
と
思
わ
れ
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
先
祖
の
代
か
ら
守
っ
て
き
た
土

地
を
荒
ら
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
国
・
県
・
市

の
補
助
金
を
受
け
て
、
組
合
員
の
協
力
の
元
で
長
く

継
続
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
農
地
を
守
っ
て
行
く
様
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
理
事　

久
保
田　

敏
彦

特
異
な
経
営
を
し
た
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
作

の
田
畑
に
、
お
あ
ず
か
り
し
た
田
甫
合
わ
せ
て
十
五

町
歩
…
…
畦
草
刈
に
追
わ
れ
、
ま
た
石
拾
い
等
地
味

な
仕
事
に
手
間
を
か
け
て
き
た
毎
日
。
条
件
の
悪
い

田
甫
を
少
し
で
も
良
い
田
甫
に
、
仕
事
を
し
易
い
田

甫
に
と
思
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

の
今
回
の
表
彰
状
か
な
？　

と
自
分
な
り
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安曇野市農業委員会だより
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安曇野市農業委員会事務局からのお知らせ

農地台帳の公表について農地台帳の公表について
　農地台帳と農地地図情報の公表が法律で定められ、農地の面積や地番などの基本情報が公表さ
れることとなりました。
　これにより平成27年 4月から「農地情報公開システム（名称：全国農地ナビ）」がスタートし、
インターネット上で農地の所在等を確認することができます。
　また、農業委員会窓口での閲覧も可能です。
｠

全国農地ナビへの接続は

「全国農地ナビ」で検索  または  http://www.alis-ac.jp/ にアクセス｠

● インターネット（全国農地ナビ）で公表する項目

・農地の所在、地番、地目（田、畑）、面積
・農振法等の地域区分
・所有者の農地に関する意向（貸したい、売りたいなど）
・賃借権等の権利種類とその存続期間
・農地中間管理機構の権利取得や転貸の状況
・遊休農地の判断と措置の実施状況
　（インターネット上では住所や氏名は公表されません）

● 農業委員会窓口で公表する項目

インターネットで公表する項目のほかに
・農地の所有者、耕作者、賃借人の氏名・名称
　（窓口でも住所は公表されません）

｠　農業委員会では、今後も農地台帳の記載内容について最新の情報に更新していきますので、｠　農業委員会では、今後も農地台帳の記載内容について最新の情報に更新していきますので、
農地台帳の整備に伴う調査等にご協力をお願いいたします。農地台帳の整備に伴う調査等にご協力をお願いいたします。

安曇野市農業委員会だより
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おふくろの味

明日の農業を支えている農家のみなさん

農業者年金に
　　　加入しませんか

担 い 手
積 立 年 金

＊終身年金で80歳までの保証つき　　　＊保険料は全額、社会保険料控除
＊担い手を対象に保険料の国庫補助　　　＊保険料月額は2万円から自由に選択
＊政策支援加入は保険料の国庫補助あり

米
粉
ク
レ
ー
プ

材　

料

　

米
粉
…
…
…
１
０
０
ｇ

　

卵
…
…
…
…
２
個

　

牛
乳
…
…
…
２
０
０
ｃ
ｃ

　

サ
ラ
ダ
油
…
大
さ
じ
１

　

塩
…
…
…
…
ひ
と
つ
ま
み

作
り
方

①
ボ
ー
ル
に
粉
、
卵
、
塩
を
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
、

　

牛
乳
、
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
て
と
き
ほ
ぐ
す
。
ぬ

　

れ
布
巾
を
か
け
て
30
分
位
ね
か
せ
る

②
フ
ラ
イ
パ
ン
を
弱
火
に
か
け
、
薄
く
油
を
ひ
き
、

　

た
ね
を
玉
じ
ゃ
く
し
で
流
し
入
れ
、
手
ば
や
く

　

フ
ラ
イ
パ
ン
を
動
か
し
て
広
げ
る
。
約
１
分
位

　

で
薄
く
色
づ
い
た
ら
返
し
て
も
う
片
面
も
さ
っ

　

と
焼
く
。

包
ん
で
食
べ
る
具
の
い
ろ
い
ろ

　

リ
ン
ゴ
の
甘
煮
・
果
物
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
和
え
・

カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
・
チ
ー
ズ
と
野
菜
等
、
甘

い
も
の
に
限
ら
ず
、
肉
や
野
菜
、
果
物
を
取
り
合

わ
せ
て
、
自
分
で
巻
い
た
り
、
包
ん
だ
り
し
て
召

し
上
が
っ
て
下
さ
い
。　
　
　
　
　

横
川　

委
員

　

安
曇
野
市
農
業
委
員
を
引
き
受
け
ま
し
て
三
年
経
ち

ま
し
た
が
、
荒
廃
農
地
の
多
さ
に
は
非
常
に
驚
き
ま
し

た
。三
郷
地
域
も
広
い
面
積
を
抱
え
て
い
る
状
況
で
す
。

地
域
委
員
会
で
も
事
務
局
参
加
で
の
荒
廃
農
地
再
生
に

向
け
て
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
部
で
す
が
、

先
日
ソ
バ
の
作
付
け
が
行
わ
れ
、芽
が
出
て
来
ま
し
た
。

や
が
て
花
が
咲
き
収
穫
の
時
期
を
迎
え
る
事
と
思
わ
れ

ま
す
。
明
科
地
域
の
天
王
原
地
区
で
も
、
こ
の
春
醸
造

ブ
ド
ウ
の
苗
が
植
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
耕
作
放
棄
地

再
生
利
用
交
付
金
等
の
活
用
を
し
、
再
生
作
業
に
各
地

域
委
員
会
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
を
し
て
行
き
た
い

も
の
で
す
。

　

今
ま
で
編
集
委
員
と
し
て
務
め
て
来
ま
し
た
が
、
任

期
が
来
ま
す
。
こ
れ
ま
で
原
稿
を
寄
せ
て
頂
い
た
皆
さ

ん
、
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
委
員

会
だ
よ
り
に
一
層
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　

三
澤
編
集
長　

編
集
後
記

編
集
後
記

借
り
手
待
つ

　
　

中
山
間
農
地

　
　
　
　
　

草
茂
る

矢
野
口
委
員　

続
く
も
の
な
け
れ
ば

　
　

未
だ
若
嫁
と

　
　
　
　

呼
ば
れ
張
り
切
る

　
　
　
　
　
　
　

結
の
種
薪
き

一
志　

み
ゆ
き　

手
な
づ
け
た

　
　

ノ
ラ
ネ
コ
消
え
て

　
　
　
　
　

キ
ツ
ネ
み
る

丸
山
委
員　

味ろくくくろくろろくくろろろ 味味ふふふふおふくろろの味おおおおおおおおおおおふふふふふふふふふふふくくくくくくくくくくくろろろろろろろろろろろののののののののののの味味味味味味味味味味味おふくろの味

安曇野市農業委員会だより
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